
　
こ
ん
ど
の
県
議
、市
議
選
挙
で
は
、安
倍
暴
走
政
治
を
後
押
し
す
る
政
党
・
議
員
か
、そ
れ
と
も

暴
走
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
日
本
共
産
党
の
議
員
を
選
ぶ
の
か
が
問
わ
れ
ま
す
。日
本
共
産
党

は
、暮
ら
し
、平
和
を
守
る
た
め
に
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

暮
ら
し
の
財
源
確
保
に

安倍暴走
暮らしの願い 実現実現

安倍暴走 ストップ
新
し
い
議
会
で
提
案
し
ま
す

県
政
で
も 

市
政
で
も

県議会で議席獲得
市議会で議席増やし

国
政
、県
政
、市
政
で
共
同
を
ひ
ろ
げ

暮
ら
し
、
平
和
を
守
り
ま
す

●京浜臨海部ライフイノベーション
国際戦略総合特区（イノベーションセ
ンター建設用地を16億円で購入、大
和ハウスに無償貸付）●リニア中央
新幹線の駅設置●ツインシティー開
発（平塚市と寒川町にまたがる橋を
相模川にかけて両岸を開発）など。

全
国
第
２
位
の
財
政
力
を
い
か
せ
ば
暮
し
の
財
源

は
確
保
で
き
ま
す
。ほ
か
に
も
２
０
１
４
年
度
は
55

億
円
の
補
助
金
を
バ
ラ
ま
い
て
い
る
大
企
業
支
援

の「
イ
ン
ベ
ス
ト
神
奈
川
」、県
の
財
政
基
金
７
０
０

億
円
、高
速
道
路
な
ど
の
財
源
に
な
っ
て
い
る
法
人

二
税
の
超
過
課
税
１
８
０
億
円
を
活
用
し
ま
す
。

消
費
税
10
％
増
税
、キ
ッ
パ
リ
中
止
を

「
残
業
代
」ゼ
ロ
、雇
用
の
ル
ー
ル
破
壊
許
さ
ず
、

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
規
制
を

「
海
外
で
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」ね
ら
う

集
団
的
自
衛
権
行
使
の「
閣
議
決
定
」撤
回
を

憲
法
の
改
悪
を
許
さ
ず
、9
条
を
守
り
ま
す

原
発
ゼ
ロ
、再
稼
働
中
止
を

米原子力空母の母港撤回を求め、米軍基地強化反対
を訴える県民集会。日本共産党も参加。
（2014年9月2日、横須賀市）

全国第2位県の

財政力いかし

　
神
奈
川
県
は
就
学
前
ま
で
の
助
成
で
す
が
、
東
京
都
は
中
学
３
年
生
ま
で
無
料
で
す
。県
が
助
成

対
象
年
齢
を
引
き
上
げ
れ
ば
、
こ
と
し
10
月
か
ら
対
象
が
小
学
３
年
ま
で
引
き
上
が
る
横
浜
市
の

助
成
年
齢
を
中
学
卒
業
ま
で
に
拡
充
で
き
ま
す
。

　
県
も
市
も
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
導
入
し
、
地
元
の
中
小
企
業
の
仕
事
が
増
え
れ
ば
、

地
域
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。県
・
市
発
注
の
仕
事
に
最
低
賃
金
を
保
障
す
る
公
契
約
条

例
を
導
入
さ
せ
ま
す
。

　
県
の
企
業
立
地
補
助
金
制
度
、「
国
際
戦
略
総
合
特
区
」な
ど
大
企
業
支
援
を
や
め
、
そ
の
財
源
で

非
正
規
雇
用
を
正
社
員
に
切
り
か
え
た
企
業
へ
の
支
援
を
す
す
め
ま
す
。ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
規
制

に
と
り
く
み
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
で
、「
保
険
料
が
高
く
て
払
え
な
い
」な
ど
悲
鳴
が

あ
が
っ
て
い
ま
す
。県
の
市
へ
の
財
政
援
助
を
強
め
、
市
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
増
や
せ

ば
国
保
料
な
ど
負
担
軽
減
は
可
能
で
す
。

　
横
浜
市
は
、「
中
学
校
給
食
実
施
を
」と
願
う
市
民
の
声
に
こ
た
え
て
い
ま
せ
ん
。全
国
20
の
政
令

市
の
う
ち
実
施
計
画
が
な
い
の
は
横
浜
市
だ
け
で
す
。日
本
共
産
党
は
、
新
し
い
県
政
、
市
政
で
中

学
校
給
食
実
施
を
提
案
し
ま
す
。

消
費
税
10
％
増
税

自
民
、
公
明
、
民
主
は「
増
税
３
兄
弟
」、
維
新
は

11
％
主
張

集
団
的
自
衛
権

自
民
、
公
明
賛
成
、
民
主
は
党
内
で
バ
ラ
バ
ラ
、

維
新
は「
当
た
り
前
」

原
発
再
稼
働

自
民
、公
明
は
推
進
、民
主
は
大
飯
原
発
の
再
稼

働
を
決
定
。維
新
は
条
件
つ
き
賛
成

自民、民主、公明、維新
など「オール与党」は賛成・容認

自民、公明、民主は促
進派。

●高速横浜環状北西線・南線●2本
目の南本牧ふ頭
連絡橋●新市庁
舎建設計画（写
真）●カジノ誘
致

数万人の県民の願い、議論なし
　２万人の署名を添えた少人数学級や教育予算の増額を
求める請願に、だれも紹介議員にならず、議案として議論
すらされませんでした。

知事の予算・決算すべて賛成
　県民に冷たい知事の予算・決算にはこぞって賛成。チェ
ック機能を果たしていません。

「戦争する国づくり」反対陳情否決
　集団的自衛権容認の「閣議決定」に反対、慎重審議を求め
る国への意見書を求める陳情を不了承（否決）に。

不
要
・
不
急
の
大
企
業
誘
致
助
成
金
31
億
円
（
２

０
１
５
年
度
）、
高
速
横
浜
環
状
北
西
線
・
南
線

1
8
4
億
円（
２
０
１
５
年
度
）、
二
本
目
の
南
本

牧
ふ
頭
建
設
連
絡
橋
76
億
円
（
２
０
１
５
年
度
）、

新
市
庁
舎
建
設
計
画
の
見
直
し
で
財
源
が
確
保
で

き
ま
す
。

議 

案

議案・請願内容

市
民
要
望（
請
願
）＊
＊
＊

＊‥

議
会
等
出
席
時
に
１
回
に
つ
き
議
員
の
居
住
区
に
よ
っ
て

1
0
0
0
〜
3
0
0
0
円
を
支
給
。 

 

＊
＊
：
障
害
者
が
市
内
の
バ
ス
・
地
下
鉄
な
ど
に
無
料
で
乗
れ
る

乗
車
証
を
有
料
化
。

＊
＊
＊
：
2
0
1
4
年
12
月
議
会 

 
 

中
小
企
業
支
援
を
つ
よ
め
、最
低
賃
金
時
給
千
円
以
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

県
の
支
援
を
増
や
し
全
県
で

中
学
卒
業
ま
で
無
料
に

こどもの
医療費

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
の
補
助
を

公
契
約
条
例
を
制
定
さ
せ
ま
す

地域経済
活性化へ

県
は
、
非
正
規
雇
用
を

正
社
員
に
切
り
か
え
た
企
業
に
支
援
を

大企業への
税金投入
やめ

国
保
料
引
き
下
げ
を

介
護
保
険
の
負
担
軽
減
を

暮らしが
大変だから

県
と
市
が
力
を
あ
わ
せ

中
学
校
給
食
実
施
を

全国では
あたりまえ

自
民
、公
明
、

民
主
、維
新
は…

国
会
で

他党派は 他党派は

不要・不急の大型公共事業、大型開発
横
浜
市
議
会
で
は

横浜市政 県政

自
民
、公
明
、民
主
な
ど
の

県
議
は

県議会は「オール与党」…

県
政
で

市
政
で

自公民 議員の費用弁償復活の一方で、福祉バス有料化

有料化


